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大 洲 民 報 2018 年 8 月 12 日 
日 本 共 産 党 

大洲市委員会 

23-3271 

39-2915 

６，野村だが、７５０戸が浸水し、５名の方が亡くなった。ゴーストタウンになる。

自分の家だけ再建してもしかたがない。不安が尽きない。説明会を開くように求

めている。野村ダムの放流はおかしい。被害者対策協議会を立ち上げたい。 

 

７，日本家屋の２階で、冷蔵庫のひっくり返る音などガタン、ゴトン、キューなどし、

聞きながらこわかった。被災後は食べるところもない、お風呂もない、・・。そ

の上、山鳥坂ダムはいらない。 

 

８，国や県、大洲市は被害に対して同じことを繰り返している。何かが前に進んでい

る気がしない。水害を考えるモノサシが共有されていない。堤防を整備すればダ

ムはいらない。 

 

９，かつての洪水では浸水した肱南、肱北は今回洪水を免れた。堤防整備のおかげだ

と思う。堤防整備を進めてほしい。 

 

１０，野村ダムは勝手に操作できない。水を八幡浜に今の半分くらい抜いたらいい。国

土交通省の職員は１年や２年赴任では、川の堆積状況はわからん。砕石業者も利

用して川の土砂を除けてほしい。超党派で調査をし、政府に持って行ってほしい。
  

１１．長浜では２週間の断水となった。本当に困った。朝６時過ぎ全員避難せよと言わ

れた。長浜は海があるので洪水になることはないと思っている。避難所は４箇所

あったが２００人くらい避難した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月議会の日程が決まりました 

９月議会の日程が決まりました。議会に向け、皆さんのご要望お寄せください。    

９月４日     初日  

９月１０日～１４日 質問と委員会  

９月１９日     最終日 

ダムと水害と暮らしを考える集いを終えて   

 

日本共産党国会議員に被災した市民と大洲の願いを託しましょうと３名の国会議員

（宮本岳志衆議院議員、山添拓参議院議員、仁比そうへい参議院議員）を迎えて、ダム

と水害と暮らしを考える集いが、下記の日程、場所で開かれました。 

日時 ８月７日 午後６時から 

場所 大洲市民会館 中ホール 

仁比そうへい参議院議委員は、被災直後から肱川、大洲市内を歩いて状況を視察しま

した。被災者とも対話し、多くの被災実態をお聞きしてきました。また宮本岳志衆議院

議員や山添拓参議院議員は、国会の国土交通委員会の委員として参加しました。 

 以下は集いに参加された人の意見です。 

 

１．６日の夕方から家の前に水は来ていた。避難せんといけんと思ったが、水が引き出

したので大丈夫と思った。車だけ避難させた。雨が降るという情報はあったが、治

水のためのダムと思っている。住民に責任はない。もう一つダムを作ったら大洲の

街は無くなる。 

 

２．事務所が浸かった。前回も浸水したが、前回は１ヶ月で立ち上げたが今回は何ヶ月

かかるかわからない。市民に情報を知らせない。サイレンは聞こえない。防災無線

もならない。浸かって何もない。水を取りにこいと言うだけ。何かの手を打とうと

しない大洲市は死んでしまう。 

 

３．８時１２分に鹿野川の全域が３ｍ以上の浸水した。持っている家４軒全てが災害に

あった。店舗には浸水時に６人の従業員いた。冷蔵庫に載って助かったが、浸水が

進めば、天井に穴を開けて逃げようとしていた。小一時間の間に１ｍから２ｍ浸水。

山鳥坂ダム建設は、今回の災害が人災であると認めないかぎりできない。 

 

４．長浜に住んでいたが、昔は肱川に砂利取り船がきて、砂利の掘削によって河床が維

持されてきた。現在は砂州ができている。ダムが出来たからといって洪水は無くな

らない。長浜の海に砂が溜まっている。開閉橋は船が通るためにある。河床を整備

すれば流れは良くなる。整備してほしい。今の状況は、肱川の河口に栓をしている

のと同じ。 

 

５．洪水は登るようにあがってきた。布団を２階あげるのがやっと。ボランティアには

たすかった。河床の掘削をしてほしい。次の台風も来る。早急にしてほしい。 



 

 

 

 

 

 

 


